
創業 70年でも、まだ歴史は浅い
日本の歴史をその隅々で感じることができる伝統の町、そして世界中か
ら多くの人が訪れる日本を代表する都市、京都。その京都で製本業を
営んできた従業員48 名を擁する（2021年 7月現在）藤原製本株式会
社は、1950 年の創業以来、今年で71年を迎えました。その藤原製本
株式会社の藤原智之社長は、「京都では創業 70 年といってもまだ歴史
は浅い。周りを見渡せば100 年企業はいくらでもあります。今、私たち
も、その100 年企業を目指してがんばっています。」と語ります。同社は、
地元の京都府や、滋賀県、愛知県、大阪府の印刷会社や出版会社から
発注される教科書やカタログなどを中心に幅広く書籍全般の製本、その
周辺事業を主なビジネスとして成長してきました。最近は、出版会社か
らの仕事が増え、会社としても出版業界の発展に貢献できるようなさま
ざまなサービスを提供できるように活動を広げています。そのひとつが、
2015 年のハイデルベルグのデジタル印刷機バーサファイアの導入。出
版会社のみならず他のお客様からの小部数短納期の仕事を、印刷・製
本と一貫体制で迅速に対応し、従来の製本サービスに加えてお客様に
提供できる付加価値的サービスとして成果を上げていると言います。ま
た、藤原製本が大切にしているのが、地域との繋がりです。会社をあげ
ての地域での定期的な清掃活動や、子供たちを工場に招いて” 本とい
うものづくり” 見学会等を積極的に行い、地域とともに成長する、そし
て地域に愛される企業を目指しています。

１００年企業を目指すため印刷機に劣らぬ生産性と 
その簡単な操作性で内製化とビジネス拡大の戦略課題を解決

スタールフォルダー KH82
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内製化と同時にビジネス拡大を目指したい
藤原社長は、現在の会社を取り囲む環境について、「多くの製本会社の
廃業が新型コロナ感染拡大以前から起こっています。
さらにコロナ禍でその傾向は加速したように感じています。私たちの協
力会社さんもここ数年で何軒かが廃業しましたし、お客様からも、” 今
まで頼んでいた製本会社が廃業したからこの仕事をやってくれ “と任さ
れることが増えてきました。しかし、急にお仕事を頂いても、今の時
代、従業員に毎日多くの残業をお願いして仕事をこなす時代ではあり
ません。そこで、何か今までとは違う方法でこの環境を乗り越えてい
かなければならないと思いました。」と課題を挙げています。 「ですか
ら、私たちは、社内の生産性を上げて、できるだけ多くの仕事をこな
せるようにすること、そして、外部にお願いしていた仕事をできるだけ
内製化し、同時にビジネス全体を拡大していくことを戦略として掲げま
した。」と会社の方向性を説明します。しかし、戦略を実行するためには、
従来の設備、特に折り機ではオペレータの負担が軽いパレットフィー
ダを全折り機に採用していたものの、自分たちが望むほどの生産性を
上げるのには限界があったと藤原社長は言います。そのような難しさ
を感じていた際、藤原社長は、ハイデルベルグのポストプレスツアーに
参加しました。ヨーロッパの印刷会社を見学し、とても学ぶことが多く
強烈な刺激を受けたと言います。「ヨーロッパのさまざまな会社を見学
させていただきましたが、どの企業もデジタル化を強く推進、自動化
を進め、機械ができることは躊躇なく人手をかけず機械に任せている
様子を目の当たりにしました。それを見て、私たちも、できるだけデジ
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タル化、自動化、機械化を進め、” 人に優しい企業を目指したい！ “と
思いました。」と、その時の思いを振り返りました。

戦略課題の解決を実現してくれる機械
そのツアーで藤原社長が見たのが、スタールフォルダー KH82-Pでし
た。「ヨーロッパのお客様で見たスタールフォルダー KH82-Pの生産
性は驚きでした。印刷機の生産性に負けていません。特にそれを実現
しているフィーダ、つまり従来のように用紙の間隔をあけることなく重
ねてフォルダに給紙する PFXパレットフィーダには一目惚れしました。」
と、その時の感動を表現します。
そして、会社が掲げる戦略を実現できるのはこの機械しかないと、帰
国後すぐに藤原幹明副社長らとともに導入を検討し始めたと言います。
そして実際、藤原製本株式会社は、4年のうちに、スタールフォルダー
KH82-P（2017）とスタールフォルダー KH82 EOU （2021）の 2台
を導入しました。

従来機 2倍の生産性
内製化とビジネス全体の拡大という戦略的課題を実現するために導入
されたスタールフォルダー KH82は、藤原社長が “従来機の 2倍” と
表現する生産性で、すぐにその成果を上げたと言います。藤原社長は、
「内製化率の向上はもちろんすぐに数字になって現れました。同時に、
内製化によって品質も向上し、瞬発的な生産性の向上を実現できたこ
とは会社にとって大変大きな収穫です。」と藤原社長は語ります。
受注の拡大も、“少しずつ” と控えめではあるものの実現しつつあるこ
とを実感しています。生産全般を担当する藤原幹明副社長は、「社内
では新しい機械の導入によって生産性が上がり時短が実現しています。
そして、折り機の中では最高級機として位置づけられる “ハイデルベル
グのスタールフォルダーを使う” ということでオペレータのモチベーショ
ンも確実に上がったと思います。収益へのプラス面を伴う内製化率の
向上はもちろんですが、内製化によって社内の待ち時間が減る等、プ
ロセスがよりスムーズになったことによって、生産全体の効率が大きく
向上したことも大きな導入の効果です。また、大きなロットを長時間か
けて処理するというオペレータにとってのストレスがなくなったというこ
と、そして、増えつつある少ないロットに対しても切り替え時間が、国
産自動セット機と比較して 30％以上の時間短縮できたことは、現場に
大きなメリットを提供してくれていると思いいます。」と、藤原副社長
は説明します。
また、現在は繁忙期だけに限定しているが、１シフトから 2シフトへ生
産体制の改革を進めており、それに対応するための組織変革を実施、
それに伴ってさらに生産能力は飛躍的に拡大し、若いオペレータによ
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り多くの機会を提供できることによって、社内の活性化がより進むとい
う方向性が見えてきたと言います。

ハイデルベルグとのパートナーシップは機械＋α
以前もハイデルベルグとの付き合いはあったものの、今回の折り機の
導入は、実は久しぶりのハイデルベルグとの取引となりました。復活し
たハイデルベルグとの関係について藤原社長は、「ハイデルベルグと再
びお付き合いをスタートしたことによって、海外の情報をダイレクトに
入手し、その情報から学んで、社内で活用することができるようになり
ました。また、ハイデルベルグ・ジャパンの国内のネットワークも活用
させて頂き、同業の皆様からも多くを学ぶことができています、私た
ちも、業界に少しでも貢献するため今後積極的に発信をしていきたい。」
と意欲をみせます。さらに、「私たちが共感している SDGｓの考え方
を積極的に会社の活動に取り入れながら、人に優しい企業を目指した
い。そのために、生産面だけでなく、出版社をはじめとするお客様に
もこうした素晴らしい機械がうちにはあるということをアピールする等
営業面でもハイデルベルグの機械をフル活用して、みんなが余裕をも
てる会社、人に優しい会社を目指したい。さらに、一貫生産体制を目
指し、出版文化がより広がるような活動を進めていきたい。」と、目指す”
100年企業藤原製本 “の姿を描きながら将来を見つめていました。

他に類を見ない自動化を備えたスタールフォルダー KH82

スタールフォルダー KH82 は私たちのベストセラー折り機です。多種
多様な素材、素早い準備時間、操作のしやすさから多くの印刷会社、
製本会社にぴったりです。また一貫してモジュール式の設計になって
います。特殊なアプリケーションでお客様のビジネスの幅を拡大し、
新しいビジネス分野に参入し、必要に応じてより多くの価値を付加す
ることができます。そして、未来における成功を確実なものとします。
また、スタールフォルダー TH82-P および KH82-P 折り機は、工業
用折り丁生産の要件に合わせて特別に設計されています。ストリーム

（重ね）給紙手法で、最大 50% の生産性を向上します。折り機の稼
働速度自体を上げる必要がないので、折り品質を落とさず、安定し
た生産が可能です。
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